
























































































（Durán 1995: v. II, 61; ドゥラン1995: 69-70）と記しており、
彼の記録の中の図では、小悪魔たちがアステカの神トラロック












































































Ⅰ  神の世 界と闇










































































如していることを意味する（Dupey García 2003: 80）。アルフ













2004: 329-330, 339-340; Martínez González 2011: 289）。
アステカの思想では、黒色は「人間の」色ではなく、そのた
め、非人間界に到達しなければならない儀礼職能者はこの








































3　認知プロセスとしてのメタファーについては Lakoff & Johnson 1980を参照。
4　Sahagún 1950-1982: v. VI, 154 の例 ; cf.  Chamoux 2016: 38-39。
5　例 : Sahagún 1950-1982: v. III, 63。他に、Codex Mendoza 1992: fol. 63r°の夜に寝ないで起きている人物を参照。
6　例えば、自己供犠用のとげは、しばしば夜の紋様と関連する（Vauzalle 2018: 711）。
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8　ディエゴ・ドゥラン（Durán 1995: v. II, 60-61）は、より特殊な場合には、特別な準備も行われていたと付記している。「神の食べ物」を意味するテオトラクアリ
（teotlacualli）と呼ばれる瀝青は、煤だけでなく、タバコや、オロリウキ（ololiuhqui）と呼ばれる幻覚誘発性の植物、虫や蛇などの小動物の焼きかすからも作られた。
ドゥランによれば、神官は自身を奮い立たせるために瀝青を用いた。しかし図像において、瀝青を通常の煤と区別することは当然できない。
9　“A place without a smoke opening, a place without a chimney”（Sahagún 1950-1982: v. VI, 21 note 2, 152）。cf.  Mikulska 2008: 347; Dupey García 
2010: 102。








伴っていた（Galinier & Monod Becquelin 2016: 7-8）。実







最も多いものは煤でできていたとある 8（Durán 1995: v. II, 





















不透明で視界を乱す（Dupey García 2003: 81）。このことも
また、神々の固有の空間に人間は近づくことができないこと
を意味している。「煙の中、霧の中」あるいは「雲の中、霧の
中」（Sahagún 1950-1982: v. VI, 63, 244, etc.）という表現
は、あの世を示すのにしばしば用いられる（Mikulska 2008: 
347）。あの世は暗く霧深い場所、というこの認識は、現在もい







図 2　似たように描かれている雲と煙（Codex Borgia 































（Billard 2015: 144-147, 169）。
　以上はコパル用袋シキピリが、図像において神官の最も一
























（Herrera 2004: 108, 111, 113; Olivier 2004: 400; Dupey 
García 2010: 411; Mikulska 2015a: 57-58）。だからこそ、
神へコパルを捧げる神官は香炉をできるだけ高く掲げ、神
官の願いが煙のように神々へ届くようにと乞い願ったのである













の 1 つであった（Billard 2015: 411）。香炉ではゴムやヤウー
11　アステカより約千年前の古典期テオティワカンの壁画には多くの例が残されている（cf. Berrin 1988: pl. 34）。
図 3　開封された「聖なる包み」からあふれ出る神の力
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トリ（yauhtli「ミントマリーゴールド [ 学名Tagetes lucida]」
非常に香りの強い黄色い花）など他の物も香炉で燃やされ
ることがあり（Victoria Lona 2004: 67-68）、色 な々目的のた
めの様 な々色や香りの煙が焚かれた（Limón Olvera 2012: 
328）。例えば、雨神トラロックに結びついた雨乞いの儀式
では、煙によって雲を作り出すことがあった（Heyden 1997: 
v. II, 247-248; Limón Olvera 2012: 332; Vauzelle 2018: 
629-630）。まるでトラロックが雲を作り出すように、神官は香を
焚いて煙を出した。『フィレンツェ文書』の一節には（Sahagún 






はない（Sahagún 1950-1982: v. III, 45）。ホセ・コンテルとカ



































いる。『メンドーサ文書』（Codex Mendoza 1992: fol. 61r°, 
62r°, 63r°, 64r°）では、「異端者の長（alfaquí mayor）」と
される神官のみが長髪である。『最初の覚え書』（Sahagún 





















髪を解くことは不可能だった。また、ドゥラン（Durán 1995: v. 
II, 60）によれば、黒の塗料で髪が濡れていたため、髪から小
さな植物が育っていた。記録者ロペス・デ・ゴマラ（López 
12　例として、図１及び Durán 1995: v. II, pl. 8, 12, 15, 22, 23 などを参照。
13　アロンソ・デ・モリーナ神父（Molina 1571）の辞書によればパパトリ（papatli）は「神官のもつれた髪」の意。









de Gómara 2007: 422）は、神官の髪にシラミや他の虫類が
いたと付け加えている。つまり、神官たちの髪は、大地の神
の像の髪ととても似ており（図 4）、髪の図像はおそらく、『メ











部（Seler 1963: v. I, 115; Graulich 1987: 69; Ragot 2016: 
82）、さらには水が満ちた洞窟（Mikulska 2015b: 464-465; 
Declercq 2016: 69）も、不透明な性質のためしばしば同等に
捉えられた。例えばナワトル語では「水、洞窟」あるいは「水













わち 2 つの世界の「境界」を象徴した（Contel & Mikulska 


















































コ入れを背負って運んでいる; Durán 1995: v. I, pl. 17）。
しばしばヒョウタンは突起を伴い、人の背に結びつける帯と共
に表されている 16（図 7）。




酩酊状態になるとされる（Sahagún 1950-1982: v. IX, 146; 















同じように描かれている（Mikulska 2015a: 43, fig. 8c）
15　トラマカスキ（tlamacazqui「与える者」、「提供者」）という言葉の両義性も参照。この言葉は同様にトラロックや神官を意味する（Contel & Mikulska 2011: 57）。
16　メシコ＝テノチティトランの大神殿で見つかったこの特異な考古学資料を参照（López Luján 2010: 128 fig. 8）。
図 7 イェテコマトルの詳細（Codex Magliabechiano 
1983: fol. 71r°の拡大図）

































犠が必要なものであると強調する（Graulich & Olivier 

























Durán 1995: v. II, pl. 12）













































なった（Olivier 2004: 391; Graulich & Olivier 2004: 144; 


























（Histoyre du Mechique 1905: 30-31; Leyenda de los 
Soles 1992: 148）。さらに、他の創造物は過去にすでに滅



























する102 号奉納で発見された布である（Barrera Rivera, 























キアーノ文書』（Codex Magliabechiano 1983: 63r°）のよう
に、細部と紋様を確認できるものもある。しかし、この記録文























書』（Codex Borbonicus 1991: pl. 32）に見られるように、神
自身だけでなく、その神と関係する神官も、職位や正確な役
割を問わず身につけた。
　 特 定の装 飾 品の別の例は、クエシュコチテチマリ




つかんでいる（図 12）（Sahagún 1997: fol. 250r°, 251r°, 
etc.; Rios 1979: fol. 54v; Durán 1995: v. II, 41）。「首盾」
は葬礼においても描かれ 17、『ボルボニクス文書』（Codex 
Borbonicus 1991: pl. 30）では、オチパニストリの儀式で捧げ












































& Reyes García 1991: 129）。他には、『最初の覚え書』
（Sahagún 1997: fol. 262v°, 265r°, 266v°）の中のチャ
チャルメカ、チャルメカシワトル、アトラワ、が身につけている。エ






（Sahagún 1997: fol. 281r°）。ドゥラン（Durán 1995: v. II, 
40）は、チャチャルメカという言葉は、人身供犠において、生贄
の石の上に生贄体を押さえつける神官のことも指すと説明し




（Seler 1992: v. II, 240）。
　しかし、葬礼の包み 21（Codex Magliabechiano 1983: 
fol. 72r°）と「年を束ねる」祭礼や「新しい火」の祭礼で埋め

































22　アステカでは 365日の太陽暦と260日の宗教暦が使用されていた。それぞれの日付の組み合わせが再度巡り合うために 52 年かかる。アステカでは 52 年ごとに
「新しい火」の祭礼を行い、52 の年の束を示す「年の包み」を捧げていた（訳注）。
23　実際は、宣教師はアマトル紙と先住民の宗教実践をほぼ同一視していたため、その製作や使用は 18 世紀まで禁止されていた（cf. Arnold 2002: 228）。
24　この点についてアーノルド（Arnold 2002: 233）は、サアグン（Sahagún 1950-1982: v. II, 42-43）の情報提供者がトラカテテウィトル（tlacatetehuitl「人の旗」）に















































































図 13　 新しい火の祭 礼。神 官たちは紙 製の円 花
飾りクエシュコチテチマリを身に着けている（Codex 

































　オチパニストリの儀式（Sahagún 1950-1982: v. II, 110-











トルの神官に迎えられた（Sahagún 1950-1982: v. II, 111）。
このことはオチパニストリに捧げられた『ボルボニクス文書』























図 14　オチパニストリの 儀 式（Codex Borbonicus 




図 15　オチパニストリの 儀 式（Codex Borbonicus 
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Black Soot and Ritual Piercings: 
Aztec Priests’ Attire and Attributes
Sylvie PEPERSTRAETE* 
     Smeared with soot from head to feet, Aztec priests, with their long-
matted hair and their temples coated with the blood of their autosacrifice, 
struck the imagination of the conquistadores and the first missionaries, 
who saw in their outfit the proof of a demonic worship. But beyond the 
clichés conveyed since the 16th century and the first colonial chroniclers, 
Aztec priests’ attire and attributes, documented by iconography, colonial 
descriptions and, sometimes, archaeological data, can offer insights into these 
ritual specialists’ identity, role, and social status.
     In this paper, we propose an analysis of the more common attire and 
attributes of the Aztec priests, from their material production to the 
complex symbolisms they conveyed. We will take a detailed look at the 
priests’ clothing, but also at their body paint, their hairstyle, their diverse 
paper adornments, and the common items with which they are depicted in 
the iconography: the copal bag and the censer, the tobacco gourd, and the 
autosacrifice instruments. 
     Then, based on the observation that the garb of the priestly figures 
frequently varies from one image to another, we will point out that certain 
attributes are often represented together and can refer to categories of 
priests mentioned in the colonial texts (tlenamacaque, …), thus providing 
information on the Aztec sacerdotal organization and its hierarchy. 
Moreover, other variants, expressed in specific ritual contexts such as the 
“veintenas” festivals, will be taken as an example of the flexibility and the 
complexity of the Aztec priestly system.
Keywords: 
Central Mexico, Aztecs, priesthood, dress, regalia
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